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このケース ・ス タデ ィの教材 は、 実 際 の プ ロジ ェク トの フ ァ イルか ら取 って

きた もの で あるけ れ ど も、 ここで の事 象 は 、 す べて の点 か らみ て 、 過去又 は

現 在 の どの 活動 状 況 と も似 せ よ うと してい るの で はな い。 ケース ・ス タ デ ィ

の 内容 は経 営 の原 理 をプ ログ ラ ミング の プ ロジ ェク トに 当ては め る上 で の 経

験 を提供 す るだ め に選 ば れだ 。そ して全 て の 事例 と補 足的教 材 は、 この コー

ス の 目的 に マ ッチす る よ うに構 成 さ れ た 。 さ らに 、 この コー ス又 は ケース'

ス タデ ィ は 適 用 領 域 の 完 全 な、決定 的 な処理 を提 供す る ことを意 図す る も

の で もない 。
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1ア メ リ カ 。コ ン シ ュ ー マ ー ・サ ー ビ ス会 社 に つ い て

A沿 革

ア メ リカ ・コンシ1!一一マ ー ・サ ービス 会社(ACS社)は1946年 、質 の高 い

小 売組織 と して設 立 され た 。 戦 時 中 衣 類 製 造 業 と して 多額 の 金 を 蓄積 し

た5人 の兄 弟 は 、 ボス トン。 二=一 ヨー ク、 フ ィ ラデ ル フ ィア に、 増 加 し

っ つ あ る中産 階 級へ 。特選 。高 級 商 品 を販 売 す る た めに 小 売店 を開 設 した。

1949年 まで にACS社 は製 造 設 備 を売 り払 い 、東海 岸 と西 海岸 に店舗

を拡 張 し、25店 舗 まで に な った 。1952年 、ACS社 は米 国 の あ らゆ る

主 要都 市 に 市舗 を持 った 。 しか しなが ら、1967年 ま で にか な りの数 の

吸 収 、 合併(ACS社 は2っ の小 規模 な小 売 チェ ー ンを合 併 し、 い くつか

の デ ィス カウ ン ト ・ス トア を 吸 収 し、 又 ジ ョー ジ ア州 に あ る繊 維 製造 工

場 を 買収 した。)に よって 特色 ずけ られ る15年 間の急 激 な成 長 の後 、A

GS社 は50州 に合 計794店 舗 を所 有す る こ とに な った 。現在 の拡張 率

は今 後5年 間は 続 くと予 想 さ れ る 一 す な わ ち、ACS社 は米 国 に1年 間

に お よそ10の 新 店舗 を開 設 しつ つ あ る とい うことにな る 。 ヨー ロ ッパ の

子 会 社 の 吸 収 を現 在 考 慮 中 で あ り、 自動 車 リ ース の チ ェ ー ン の 買収

といった よ うな、多 くの他 の新 しい 投機 が 目下 行 なわ れ てい る。ACS社 の

経 営 者は現 時 点 を現 行 の 運 営 手 続 きの統合 と改 善 の時期 とみ な してい る。

経 営者 は次 の よ うに述 べ た 。 「今後 の拡張 に取 りかヵ・る前 に、現 在 の組 織

の"完 全 な集 中管 理"を 果 た して い る 、 とい う ことが保 障さ れ ね ばな らな

い 。 」 「例 えそれが"よ り多 くの コン ピ ュー タや 関 連機 器 の導入 を意 味 す

る もの で あ って も、 この よ うな管 理 を達 成 す る の に必要 な あ らゆ るス テ ッ

プ を とる"に や ぶさ か で な い 。 」

Bデ ー タ処理 活 動 、

1949年 、ACS社 は在庫 記 録 を維持 す るの に役立 つ い くつ かの 電子
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会 計機 を賃借 した。 又EAMの 装置 が 特恵 先 の会 計 レコー ド ・キ ー ピ ング

の た め に使 われ た 。1952年 ま で に、全 て の主 要地 方 事 務所 がEAMの

装置 を所 有 した。 そ して い くつか の よ り小規 模 な地 方事 務 所 は サー ビス'

ビ ュー ローを利 用 して い た。1961年ACS社 が 当時 財産 管 理 を受 け て

い た会 社(HalabyandCompany)か ら!]・グル ー プの小 売店 を吸収 した

際 、ACS社 は 当社の 最 初 の コン ピ ュー ター 小 規模 な第2世 代 の 商業 用

コ ン ビ=一 ータ ー を導 入 した 。1962年 の 始 め 、ニ ュー ヨー ク に小規 模

の デ ー タ処 理 ス タ ッフが 公式 に組 織 され,そ して 数 ケ月以 内 に シ カ ゴ、 ア

トラン タ、 ダ ラス、 サ ン フラ ンシ ス コ に4っ の地 方 コン ピ ュー テ ィン グ ・

セ ンターが 設 立 され た。

b

各 地 方 コン ピー テ ィ ング ・セ ンター は ニ ュー ヨー クで の 最初 の 導 入 と全

く同 一 の 機種 構 成 を保 持 して い た。 最初 の シス テ ムの殆 ん ど全 て が プ ログ

ラ ミン グ請 負機 関 に よ って完 成 され た 。その機 関 の活動 はACS社 のDP

サ ー ビス部 に よ り監 督さ れ て い た し、そ の機 関 は現 在で も全 て の デー タ処

理 シス テ ムの 開発 、設 置 、保 守の 責 任 を負 って い る 。 しか しな が ら、 デ ー

タ 処理 サ ー ビス ・ス タ ッフは現 在 、 小 売店 の諸 活動 にだけ 参 画 して い る。

一 す なわ ち この時 点 で は デ ィス カ ウン ト業 務 とか製造 の た めの作 業 は し

て い ない 。

1966年 の初 め に、 トップ ・マ ネ ジ メ ン トは第3世 代 の コ ン ピ ュ一一タ

を導入 す る とい う意思 決 定 を した 。1966年 の第3四 半 期 に、 ニ ュー ヨ

ーク に大規 模 な コン ピ ュー タが導 入 され 、3ケ 月以 内 にさ らに6セ ッ トの

コン ビ=・ 一一タが 導 入 され た 。そ の うち4セ ッ トは4つ の現 存 の 地 方 コ ン ピ

ュ ータ ・セ ンターに、2セ ッ トは ボ ス トン と、 ポ ー トラン ドの新 セ ン ター に

導 入 され た 。 これ らの コ ン ピ ュー タは第2世 代 の ハ ー ドウエ ア と置 換 され

たけ れ ど も、 ある不 確定 の期 間、第2世 代 の装 置 と平行 して運 用 す る とい

う こ とが 計 画 され た 。6つ の地 方 に導 入 され た もの は、何 らの コ ミ==ニ ケ
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一 シ ョン装置 に よって も、 お 互い に も又 は ニ ュー ヨー ク とも連 結 され てい

ない 。各 地 方 セ ン ターは、経 営者 が 現在 の 状態 に対 して 経済 的 に実現 可 能

な代 替 案 が 存在 す る とい うことを確認 す るま で は。 それ らの地 方 の サ ー ビ

ス.ビ=.一 ロー と して機 能 し続 け る だ ろ う。ACS社 が彼 等 の新 しい コン

ピ ュー タを発 注 した時,そ の 発 注 は、 も と も と製 造会 社 の要員 に よ り実 施

さ れ 、ACS社 の経 営 者 に文 書 で提 出 され た シス テ ム ・サー ベ イに基 ずい

て な され た 。 サ ーベ イチ ー ムの主 要 メ ンバ ー はDPサ ー ビス部 マ ネー ジ ャ

ー-1シ ステ ム 。プ ログ ラ ミング部 マ ネー ジ ャーお よび2人 の プ ログ ラマ ー

で あ った 。 シス テ ム ・プ ログ ラ ミング 部 マ ネ ー ジ ャー 以 外の 全 員 が、ACS

社 の最 初 の コン ピ ュー タ と一諸 に入 手 した ス タ ッフの 中核 で あ った 。現 在

の デ ー タ処理 サ ー ビス部 の ス タ ッフは表1.の 組 織 図 に示 さ れて い る。そ の

図 に含 まれ て い るのは 要員名 とそ の上 に附記 して ある要 員の 作業 の記 述 で

あ る。
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表 1: ACS社 デ ー タ処 理サ'一 ビス 部組 織 図
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要 員お よび業務 の特 徴

データ処理 サービス部長 －GeorgeDiller

業務 の特徴

下位管理者 を管理 するか、 もしくは直接監督す るヒとに よって、 システ

ム設計、 プ ログ ラミング、運営 を含 む、全てのデ ータ処理 サー ビス部の活

動 を計画 し、組織 し、管理す る こと。入事お よび監理機能 を果たす こと。

直接的な監督又 は進行報 告に よって彼の指導下 にある全ての活動のコン トロ

ールを維持す る こと。デー タ処理 サー ビス部の計画、 プ ロジェク トの進行

と業績お よび関連 問題に関 して社長 に報告す る こと。協 同 目的 をもつ諸活

動 の適切な相互関係 を維持す るために、必要 に応 じて、データ処理 サービ

ス.グ ルー プと他 のACS社 の諸邦 門間の調整者拾 よび連 絡者 として行動

す ること。監理 方針 と手続を守 る ことを保障す るために下位管理者 と協同

作業する こと。全 てのデータ処理サー ビス諸活動 にわたって、それ らが合

法的で、効果 的で 、有効な方法 で達成 される よ うに指導 し、管理す る こと。

b

略

年

学

職

歴

令:37才

歴:理 学 士 、会 計学 専 攻

歴:1951～1953

1953～1959

1959～1961

1961～ 現 在

米 国 陸 軍

シアス、ローバ ック社 システム.ア ナリス ト

兼.プ ログラマ一

八ラビ社 システム 。プログラミング部長

ACS社 データ.処 理サービス 部長

」
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システ ム ・プログラ ミング部 長 一－JohnDrake

業 務 の特 徴

EDPに 関す る 新 しい 、修 正 され た シス テ ム と手 続 きの 確 立 と実 施 上 、・

シ ステ ム とプ ログ ラ ミング 活動 を計 画 し、組織 し、 管理 す る責 任 を負 って

い る 。 システ ム分 析 、 シス テ ム設 計 、 プ ログ ラミ ング活動 の全 て に責 任 を

負 う。叉 、 プ ロジ ェ ク トの選 択 と認 定 に関す る勧 告 をす る責 任 を負 う。 シ

ス テム とプ ログ ラ ミン グの問題 に関 して .他 の諸 部 門 と相 談 し.勧 告 をす

る 。

歴

令

歴

歴

年

学

磯

路

33才

文 学 士 歴 史 専 攻 、 文 学 修 士 数 学

1960～1963ユ ニ オ ン カ ー バ イ ト

シス テム ・ア ナ リス ト兼 プロ グ ラマ ー

1963～1965NASAシ ステ ム ・アナ リシス音醐 課長

1965～ 現 在AOS社 システ ム ・プログ ラミング部 長
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シニア ・システム 。アナ リス トーFrankCetrone

全般的k指 令 の下で、EDPシ ステ ムの使 用に よる、 ビジネス問題の論理

的な説 明書 と、問題解決 のための計画手続 を公式に作成す る こと。 自分 の仕

事に時 間の大手を費すけれ ども、 システ ム分析の最 も高 い レベルの全ての技

術段階を担当す る能力が ある。低 レベルに格付け される作業 に対する命令 と

指導書 を準備す る こと。問題 を明確化す るために経営者お よびユーザーと協

議す る こと。コン ピュータに よる問題解決の論理手続を計画す る こと。現行

システムの論理 を明 らか にし、必要に応 じて論理 と手続 きを改正す る こと。

システム ・プ ログ ラミング部長 に報告する こと。

歴

令

歴

歴

年

学

識

略

29才

理 学 士RPI電 気 技 術 者

1959～1960技 術 協 会 フ'ロ グ ラ マ ー

1960～1961ハ ラビ一社 アプリケー シ ョン.プ ログラマ一-

1961～ 現 在ACS社 ソ フ ト・ウエア 。コンサルタン ト

FrankCentroeはDPサ ー ビス部Vataけ る主 要技 術 者 の1人 で あ った 。

彼 は コンパ イ ラー とス ーパー バ イザ ー ・プ ログ ラムの専 門家 に な った 。彼 は

フォー トランの プ ログ ラ マー と して 経歴 を 開始 し、 ノー ス ・ア メ リカ ン ・ア

ビエー シ ョン と契 約 して い る企 業 の た め の軌道 技 術 の数 学 モ デ ルの構 成 に 関

す る作業 を行 って い た 。高 度 の言 語 の コー デ ィ ング は非常 に退 屈 な もので あ

り、Frankは 夜 間 の フ ォー トラ ン ・コ ンパ イラー の勉 強 を始 め た 。数 ケ月

以 内に彼 は コ ンパ イ ラー の ため の1っ の レポ ー ト ・プ ロセ サー を書 き、 テ ス

トしたが 、彼 の上 司 は興 味 を もた なか った 。そ こで彼 は 小規 模 な小 売 組織 で

ある ハ ラビ一 社 に雇 われ 、 先 ず ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラマー と して 働 い
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た 。 シス テ ム.ア ナ リス トと して の短 期 間 の訓 練 のの ち、Frankは 在庫 管

理 シス テ ムの 開 発 と導 入 の チー ム.リ ー ダ ー とな った。 この頃 、 ハ ラ ビ一社

はACS社 に吸 収 さ れiFrankは 更 に3年 間.シ ス テ ム.ア ナ リス ト兼 ア プ

リケー シ ョン.プ ログ ラマー と して働 き、主 に ソ フ ト.ウ エ ア とプ ログ ラミ

ング の分 野 で 責 任 を持 って い た。

彼 の コ ンパ イ ラー と、 ソ フ ト.ウ エアの技 法 に 関 す る関心 が増 し、 この理

由の た め1965年 、彼 は ソ フ ト.ウ エ アの 問題 に殆 ん ど専 念す る ことが 許

さ れ た 。Frankは 急速 に 昇進 し、現在ACS社 で大 変 責 任の あ る地位 に居 る。

彼 はACS社 を給与 事 例 に対 して は完 全 なCOBOLの 環境 に、 い くつか の他

の計 画 事 例 に 対 しては ア ッセ ン.プ リー の環境 に移 したい と思 って い る。 し

か しなが ら、彼 は これ は現 在 可能 と左 って いな い とみ な して お り、 そ こで彼

は 出来 る だけ早 くACS社 が張 り合 い状 態 か ら脱却 す るの を助け るの に 努力

を集 中 して い る 。
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シニア ・システ ム ・アナ リス トーFredDess

システム部次長

一般 的指令の下で、経営問題 の論理的説 明書 とEDPを 使用 し、又使用 し

ないで問題 を解決す る計画手続 きを公式 に作成す ること。 自分 の仕事 に時間

の大手 を費すけれ ども、 システ ム分 析の最 も高度の レベルの全ての技術 段階

を担 当する能力が ある。低 レベルに格付けされ る作業 に対す る命令 と指導書

を準備する こと。 コン ピュータに よる問題解決の論理手 続 きを計画す る こと。

現行 システ ムの論理 を分析 し、必要 に応 じて論理 と手続 きを修 正する こと。

システム ・プ ログラミング部長 に報告す ること。

歴

令

歴

歴

年

栄

職

略

33才

高校 卒 、大 学 の3年 在 学 中(理 学 士 取 得 予定 、会 計学 専 攻)

1955～1959米 国陸軍DP技 術 者兼 プ ログ ラマー

1959～1961ハ ラビ一 社 アフnJケーション・プログラマー一

]961～ 現 在ACS社 主任 ア プ リケー シ ョン ・ア

ナ リス ト兼 プ ログ ラマー

FredDessはDPサ ー ビス部 長GeorgeDillerと 一 諸 に ハ ラ ビ一社 か

らACS社 に入 社 して きた.ハ ラ ビ一社vatsい て 、Fredは 顧 客会 計 の レコ

ー ド キー ビン グ シス テ ム に 拾け る主 要手 続 きの 設計 と実 施 の 責任 を も って

い た。彼 は シ カ ゴ、 ア トラ ンタ 、ダ ラス.サ ン フ ラ ンシス コの デー タ ・セ ン

ター の た めに 、 同 じよ うな シス テ ムの 導入 に従 事 した。1965年 の初 め、

レポ ー ト ・プ ログ ラム ・ゼ ネ レー ター と、それ のACS社 の た め の伝 票発行

シ ス テ ム と問 い合 せ シ ステ ム に対 す る適 用 の可 能性 を含 む 、特 別 プ ロジェク

トに任命 さ れ た 。Fredは 第 三世 代 の装 置へ の 変換 の ため の 提案 チ ー ムの主
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要 メ ンバ ー の1人 で あ った。 彼 は現 行 の 適用 事例 に ついて 第二 世 代 の装 置 か

ら第 三世 代 の 装置 へ の 切 り換 え に つい て の効果 を評 価す る責 任者 に任命 さ れ

た 。又,彼 は 第三世 代 の装 置 とそ の 能 力、 コボ ル、 ア ッセ ン ブ リー言 語 の プ

ログ ラ ミ ング、 オペ レー シ ョン シス テ ムの コンセ プ ト ・ダ イ レク ト ・ア ク セ

スの記 憶 装 置 の テ クニ ック に 自か ら親 しむた め に、教 育 計 画 に従事 した。

又 、Fredは 第 三世 代 の 装 置 とそ の適 用 事例 につ いて のACS社 のDPマ

ネー ジ ャー 、 シス テ ム ・ア ナ リス ト、 プ ログ ラマー、 オペ レー ター を訓 練 す

る教 育計 画 を 開発す る責 任 を もつ こ とにな ろ う。
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シス テ ム ・ア ナ リス トA-一 －AlexanderO'IVIalley

_般 的監督の下で、提案 システムの仕様書 をEDP中 心の システムにする

か、非EDP中 心の システムにす るかを確定する こと。ある程度監督される

必要は あるげれ ども.シ ステ ム開発の大手の 段階 に彼 自身担当する能力が あ

る。デ ータを収集す るために組織 の要員 と談合す る こと、澄 よびデー タ解析

を実施す る こと。システム設計 に参画 し、提案 システ ムが効率的、効果的 に

システ ムの 目的にマ ッチ しうる ように設計 と装置に対す る修正 をす る ことも

ありうる。又、問題 の明確化 に参画 した り叉は全体的な責任 を もつ こともあ

りうる。業務計画 の仕様書 を詳細に述べ うる適切 な ドキ ュメンテーシ ョγを

作成す る こと。システ ム ・プ ログ ラミング部長 に報告す る こと。

睡

余

歴

歴

年

学

磯

路

39才

高 校卒

1947～1949

1949～ 現 在

'

F.Wシ=ワ ル ツ社 タブ ・オペレーター実習生

中級 タブ ・オペ レーター

タブ ・オペ レー ター、 プ ログ ラマー、 システム ・

アナ リス ト

AlexanderOMalleyは ニ ュージ ャーージ 一州 の大 規模 な食 料品 チ ェー ン

(F.Wシ ュ ワル ツ社)に2年 間従 事 した の ち、ACS社 に連 れ て こ られ た 。

彼 は タブ ・オペ レー ター の 中心 人物 で あ り、第 二世 代 の装置 と絶 え ず接触 す

る こ とに よ り、 ある メ ンテ ナ ンス プ ログ ラムを作成 出来 る程 に な った 。彼 は

フ ォー ム ・デザ イン と管理 に興味 を もつ よ うに な り、1965年 、そ の 分野

で の 専 門家 と して任 務 を与 え られ た 。彼 は旧 型 のACS社 の コン ピュー タに 充

分慣 れ親 しんで い たけ れ ど も、現 時 点 では 第 三 世代 の 装置 に ついて の彼 の 知
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識 は 限 界が ある 。彼 は新 型 の装 置 の"プ ログ ラミ ング入 門"を 受 け 、そ して

技 術 の時 代遅 れ に な らな い ように プ ログ ラ ミング部 門 に戻 りたい とい う意 志

を 表 明 した。 彼は 現在 、製 造 会 社 の シス テ ム研究 を調査 してお り、 また 、

COBOLの 自習コース を受 け て い る。 彼 は将来 のDPサ ー ビス グ ルー プの 活動

におい て重 要 な役 割 を演 ず る もの と期 待 さ れて い る。
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シス テ ム.ア ナ リス トB-一 一－BarbaraLee

－一般的 な監督 の下で、提案 され たシステムのため に仕様書 の作成 に参画 し

EDPオ リエ ンテ ッ ドにす るか どうか決定 する こと。かな り明確 になったシ

ステム開発段階 を担当する能力が ある。 しか し、彼の大部分の活動 には監督

を受け る必要が ある。デー タ収集のために組織要員 と談合す る こと。データ

解析 に拾いては より上 級のアナ リス トと一諸 に参画する こと。システムの実

施に関 しては責任 あるアナ リス トと談合す る こと。業務 計画の仕様書 を より

詳細 に述 べ うる予備 的な ドキュメンテーシ ョンを作成す る こと。システム ・

プ ログラミング部長 に報告 する こと。

Ψ

歴

令

歴

歴

年

学

戦

略

24才

文 学 士 テキ サス 大学 歴 史 学専 攻

1966～1968テ キサス ・ペル ・テレフxン 社 プログラマー兼シ

ステム.ア ナ リス ト

BarbaraLeeは 新規 雇 用 者 で あ る。 彼 女 は テ キサ ス の ベ ル ・テ レ フナ ン

社で 。2年 間 ・第 三世 代 ・装 置 の経 験 を した後 、ACS社 に引 き抜 か れ た 。

彼 女 は ア ッセ ンブ リー言 語 に もCOBOL言 語 に も詳 しい し、 シス テ ム設 計 の最

少 限 度の 経 験 も持 って い る 。彼 女 の シ ス テ ム拾 よび プ ログ ラ ミン グの経 験 は

過 去 の彼 女 の業 績 に現 わ れて い る。彼 女 は オ ース チ ン とテ キサス の近 くの 事

務 所 の主 要 な給与 シス テ ム を設 計 し、 プログラ ミング を行な う責 任 を も って い

る チー ムの重 要 な メ ンバ ーで あ った。そ の シス テ ムが シス テ ムテ ス トの段 階

にな った とき、 内部 の政 治的 な性 質 の 問題 に直 面 し、全 プロジェク トが 当分 の

間棚 上 げ され る ことに な った。 それ でBarbaraは 新 しい仕 事 を捜す 必 要が あ

り、彼 女 は転 職 した が ってい た ので 、 殆 ん どす ぐに雇 用 され る ことに な った 。

-14-一



4

シ ニ ア プ ログ ラマ ー 一－Herb])acy

プログラミング係 長

一 般的 な指 示 の 下 で、EDP装 置 を使 って 経営 問題 を解 決 す る た めの フ ロ

ーチ ャー トを公 式 化す る こ と
。 自分 の仕 事 に時 間 の大 半 を費 す け れ ども、 全

ての プ ログ ラ ミング の段 階 の最 も高 度 の レベ ル を担 当す る能 力が あ る 。 よ り

低 レベ ル に格付 け され る作業 に対 す る命 令 と指 導 書 を 準備す る こ と。 シス テ

ム ・アナ リス ト、 シス テ ム ・デ ザ イナー と談合 す る こと、 プ ログ ラムの コー

ド化 が 出来 る よ うに コン ピ ュータ ・シス テ ムを分 析 し、 定義 す る こと。 テ ス

ト.デ ー タを作 成 す る こと に よって プ ログ ラムの ロジ ック を検 証 す る こと。

拾 よび 、 コン ピ ュー タ ・オペ レー シ ョンの事故 原 因 を確 認す る の を援 助 す る

こと。 シ ス テ ム ・ア ナ リス トに よって略 述 され た問題 を分 析 し、 プ ログ ラ ミ

ングの実 現 可能 性 を確認 す る こと。

歴

令

歴

年

学

略

職 歴:

37才

ア メ リカ学 士 院 特 別 会 員 、 経 営 学 修 士 、 サ ン.ジ ョセ.ジ

ュ ニ ア 大 卒

1955～]966マ ー チ ン'事 務 家 具EAM・ ス ー パ

ーバ イザー ・プログラマー兼 ・プ ログ ラム課長

HerbLacyは カ ル フ ォル ニ ア とニ ュー ヨー ク に事 務所 が あ った事務 家 具

製 造会 社 か ら引 き抜 か れ た 。Herbは 元 々サ ン ジ ョセの マ ーチ ィ ン工 場 で働

くべ く、高校 を 出て 直 ぐ雇 わ れ た。彼 はEAM実 習生 と して 出 発 し、年 が 立

つ に つれて 、 プ ログ ラ ミング の分野 に進 ん だ。彼 は マー チ ィンの オー ダ ー ・

エ ン トリー ・シス テ ム、す な わ ちア ウ ト ・コー ダ ーの作 業 をす る唯 一 の責任

者 にな った。彼 は そ の持 ち駒 が入 門 コー ス に限 られ て い るけ れ ども、OOBOL
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お よび第 三世 代 の 装置 に 精通 して い る 。マ ー チ ィンがHerb諭 よび彼 の家 族

をニ ュー ヨー ク に配 転 した1年 後 の1966年 、 彼 は プ ロ グ ラ ミン グ係 長 と

して 配属 さ れ た。 しか し約 束さ れ てい た"新 しい 肩書"は 全 く実 際上 実 現 さ

れ ず 、HerbはACS社 に 参加 す る こ とに な っ た 。
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プ ロ グ ラマ ーA-一 ・一－TomTracy

－ 般 的監 督 の 下 で .EDPの プ ログ ラムを開 発す る た め に詳 細 に コ ン ビ=

一夕 ・シス テ ムを分 析 し、明 確化 す る こと、 プ ログ ラ ミングの殆 ん ど全 て の 段

階 で 彼 自身 が 担 当す る能 力が ある 。活 動 の バ ラン ス を とる た めに一 般 的 な指

示 を 必要 とす る 。全 ての 明確 な シス テ ム仕 様書 を詳細 に分析 し、全 て の フ ロ

ーチ ャー トを開発 す る こ と
。 プ ログ ラム を コー ド化 し、 テ ス トし、 デ バ ッグ

す る こ と。 必 要 に応 じて プ ロ グ ラムを修 正 し、 保 守 を行 なうこと、コ ン ピ ュー

タ'プ ログ ラ ムが 事 前 に設定 され て い る場 合 、 全 コン ピュー タ ・プ ログ ラム

に使 わ れ て い る全 て の手 続 き を記 録 して お くこ と。 よ り低 レベル に格 付 け さ

れ る ものに対 す る技術 的 指導 書 を与 え る こと もあ り うる 。

略 歴

年 令:25才

学 歴:理 学 士 数学 専 攻

職 歴:1965iv1967

1967～1968

1968～ 現 在

ク イー ン大学 卒

ハニ イウエル社 プ ログ ラム実 習生 兼

プ ログ ラマー

グ ラス ー キ ャムプ社 プ ログ ラマー

ACS社 プ ログ ラマー

T(mTracyは 大学 卒 業 直 後 八 二 イ ウエル社 に採 用され た 。 イー ジー コー

ダ ー と00BOLの 両 方で もって 、給 与 お よ び在 庫 管理 の ア プ リケ ーシ ョン に

従 事 した 。在 庫 の アプ リケー シ ョン と第 三世 代 の彼 の知識 が食 品製 造 の グ ロ

ス ー キ ャン プ社 に採用 され た際 、 彼 を著 じる し く昇進 さ せ 、昇給 させ た 。 し

か しな が ら彼 は職 種 の成 長 と発展 の 機 会 が な く不満で あ った。彼 は、 これ ら

の機 会 を見 い だす の を期 待 してACS社 に入 社 し、大 半 の時 間 を学 校 で過 し

他 の 製造 会社 の ハー ドウ エア とア ッセ ン ブ リー言 語 を学 んで い た 。彼 の 給 与

の アプ リケーションの知識 はACS社 に非 常 に価 値 が ある と期 待 され て い る 。
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プ ログラマーB--TonyMalone

－般 的 監 督 の下で 、 コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラムの仕 様書 の 検討 と分 析上 の

援 助 をす る こと。 プ ログ ラ ムを コー ド化 した り、 デバ ッグ した り.テ ス トし

た りす る こ と等 々、 一 般的 指 示 を受け て の み プ ログ ラ ミングの 幾 つか の段階

で 担 当す る能 力が ある。 しか し別 の段 階 で は ある指 示 とか 、指導 を要 す る 。

全 て の レベ ル の フ ロー チ ャー トの作 成 を援 助 し、 あ る場 合 に は 自か ら完 成 す

る こ と。 プ ログ ラ ミング ・シス テ ムの全 て の部 分 の ドキ ュ メンテ ー シ ョン を

援 助す る こと。

歴

令

歴

年

学

略

職 歴

22才

ア メ リカ学 士院 特 別会 員 デ ー タ処理 専 攻 、 ブ ロン クス.

コミ ュニ テ ィ大学 卒

1966～ 現 在ACS社 プ ログ ラマ ー

TonyMaloneは 大学 卒 業後Cク ラス の プ ログ ラマー と して採 用 され た。

彼 は 丸2年 間 デ ー タ処理 に従 事 し、合 同 教 育 計 画 に参画 し、 そ して コ ン ピュ

一一タ ・オ ペ レー ター一兼 プ ログ ラマー実 習 生 と して従 事 した 。彼 のACS社 で

の経 験 は 、顧 客 レコー ド ・キ ー ピング ・シ ス テ ムの保 守 の部 分 に限 られ て き

た 。 しか しなが ら彼 は最 近 メー カーの00BOLコ ース を修 了 し、 昇進 した。彼

はCOBOLに つい て も 第 三 世代 の 装置 に つい て も殆 ん ど無経 験 で あ ったが 、

しか し、彼 の保 守 の任 務 の 中で 立 派 な プ ログ ラ ミング と分析 能 力が あ る こ と

を示 した。
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プ ロ グ ラマ ーB-一 一一－BillieWillis

●

一般 的 監 督の 下で 、 コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラムの仕 様書 の検 討 と分 析 を援

助 す る こ と、 プ ログ ラムを コー ド化 し、 デバ ッグ し、 テス トす る等 々、一 般

的指 示 を受 け て の み.プ ログ ラ ミン グのい くつか の 段階 で 担 当す る能 力 が あ

る。 しか し別 の 段階 で は あ る指 示 とか 指導 を要 す る 。全 て の レベル の フ ロ ー

チ ャー トの作 成 を援 助 し、 ある場合 に は 自か ら完 成 す る こと。 プ ログ ラ ミン

グ ・システ ムの全 て の部 分 の ドキ ュメ ンテ ーシ ョン を援助 す る こと。

歴

令

歴

歴

年

学

戦

略

27才

高 校 卒

1959～1961

1961～1965

1965～ 現 在

ACS社 セ ー ル ス ・ガ ー ル

ACS社 キ イ ・パンチ ・オペレーターお よ

びスーパーバ イザー

ACS社 プ ロ グ ラ マ ー

2年 間 セー ル ス ガー ル と して従 事 した後 、BillieWillisは1つ の履 歴

と して デ ー タ処理 を研 究 す る ことに決 めた 。彼女 は 暇 を見 てキイ・パ ン チの 学

校 に通 しぺ1961年 キ イ'パ ンチ グル ー プに配 転 さ れ た。1964年 か ら

1965年 まで 、彼 女 は 二=一 ヨーク の交 替 性 要 員 の監 督者 で あ ったが 、 彼

女 は更 に プ ログ ラ ミン グ に も関心 を もった 。彼 女 は再 び学校 に戻 り、 コン ピ

ュー タ ・プ ログ ラムの原 理 と00BOLを 勉 強 した 。1965年 以後 、彼 女 は

ACS社 の在庫/商 品補 給 シス テ ムの保 守 に従 事 して きた。彼 女 の 能力 は こ

の作業 説 明の 要求 に合 致 す る点 以上 にまで 向上 した。 事実 、彼 女 は殆 ん ど

10ケ 月前 にBク ラス の プ ログ ラマー に な った 。
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プ ログ ラマーC-AliceKent

直接監 督下で、細 目のプ ログラム仕様書の分 析 と;プ ログラム命令の作成

を援助する こと。全 ての作業 を緊密 な監督下で行 な う。

歴

令

歴

歴

年

栄

職

略

22才

理 学 士 経 済 学専 攻、 ブル ック リン大 学 卒

現 在ACS社 プ ログ ラマー

5

AliceKentは プ ログ ラ ミングの講 習会 の優 秀 な 卒業 生 で あ った 。彼 女

はデ ー タ処理(第 三 世 代 を含 む)入 門 、 ア ッセ ン ブ リー言 語 、00BOL言 語

を含 む3週 間 の集 中講 義 を受 講 した 。彼 女 はACS社 で6ケ 月 の メ ンテ ナン

ス'プ ログ ラ ミングの 経 験 が ある 。

'
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プ ログ ラマーC-FranklinSussman

直接監督下で、細 目の プ ログ ラム仕様書 の分 析 と、プ ログラム作成を援助

する こと。全ての作業 を緊密 な監督下で行 な う。

●

歴

令

歴

歴

年

学

職

略

22才

理 学士 教 育学 専 攻 ケ ン ト州 立 大 学 卒

1967～ 現 在 ナ シ ョナル生 命 保 険会 社.プ ログ ラー実 習

生

FranklinSussmanは ナ シ ョナル生 命 保 険会 社 か らプ ログ ラム訓 練 中 に

採用 され た 。彼 は保 険業 務 は好 ま なか った し.小 売 の分 野 に よ り興味 が あ る

と述 べ た。 彼 は夏 の 間 、 オ ハ イ オ洲のACS社 の チ ェ ー ンで働 い た 。彼 は デ

ーータ処理(第 三世 代 を含 む)入 門 訟 よびCOBQL言 語 の プ ログ ラムを含 む6

ケ月 の訓 練 プ ログ ラムを修 了 した。彼 は 、更 に2ケ 月 間.1つ の固定 給与 シ

ス テ ムに拾 け る給 与 プ ログ ラム の保守 を行 って きた。
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プ ログ ラマ 一-C-一 －LynnMorrow

直接監督の下で、細 目の仕 様書 の分析 と、プ ログラム作成 を援助す る こと。

全ての作業 を近密 な監 督の下で行 う。

睡

余

歴

歴

.年

学

聴

路

23才

理学士 経済学専 攻 ブル ック リン大学卒

現在ACS社 プ ログ ラマー

6

LynnMorrowとAliceKentは 大 学tsよ び指 導 的 な プ ログ ラム学校 で

の 同級 生 で あ った 。彼 等 は 両学 校 で同 様 に成 績 優秀 で あ り、両 者 ともCOBOL

に 精 通 して い た 。Lynnは.過 去6ケ 月 間ACS社 で プ ログ ラ ムの メ ン テナ

ンス に従 事 して きた。

、

一22一



プ ログ ラマ ーC-.;-CliveRitchards

直接監 督 の下 で、細 目の仕 様書 と、,プ ログ ラム作 成 を援 助 す ろ こと。全 て

の作 業 を近 密 な監 督 の 下 で行 な う。

■

歴

令

歴

歴

年

栄

職

略

41才

高 校 卒

1946～1966

1966～1967

1967～ 現 在

米 国 海 軍 電 気 技 師

グ ロー リア.リ サ イアテ ィー エ ンサ イク ロビ

デ イア.セ ールスマン 人

ACS社 プ ロ グ ラマ ー

CliveRitchardsはAliceKentとLynnMorrowが 卒i業 した プ ロ

グ ラ ミン グの講 習会 で3番 目の優 秀 な 卒業 生 であった。彼 は最 初 の 頃 の卒 業 生

で あ り、テ ス トケー スで あ った 。ACS社 は彼 の 成績 に大変 満 足 した 。 なぜ

な ら、彼 は顧 客 会 計 レコ ー ド ・キ ー ピン グ ・シス テ ムのい くっ か の部 分 を改

良 して きた か らで ある。 彼 はCク ラス の プ ログ ラマー で あ ったが 、 彼 の感 じ

では.近 々昇進 しそ うで あ る 。
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II提 案 され た給 与 シス テ ム

A説 明

ACS社 の全 業 務 に対 して コ ン トロール を強 化 す る とい う経 営 者 の 目的

に応 じて.デ ー タ処理 サ ー ビス部 は全 て の小 売 店 の 従業 員 の た めの セ ン ト

ラル ・ペ イ ロー ル ・シス テ ムを開発 し.導 入 す る こと に同意 した。 もし こ

の プ ロジェ ク トが 首 尾 よ く実行 され るな らば、ACS社 の 経営 者は 二=.一

ヨーク に あ る組 織 の あ らゆる分野 の全 て の デー タ処 理 活動 を集 中化 す る計

画 を押 し進 め る ことが 出来 る 。

3ケ 月 前 シス テ ム ・プ ログ ラ ミング 部長JohnDrakeの 指 示 の 下で

3入 の シス テ ム ・アナ リス ト(CetronqDessお よび01Malley)が 提

案 され た給与 の ア プ リケー シ ョン を研究 し始 めた 。 シス テ ムの全 般 的 な 目

的は 給与 を処理 す る た めの一 連 の効率 的 な手 続 きを提供 す る こ とで ある。

この 全 般 的 な 目的 の範囲 内で 、 システ ムが 提供 す べ き もの は次 の通 りで あ

る。

一 給 与 の機 能 を最 大限 に 自動 化す る こと。す な わ ち、機 械 の最 大 限 の利

用 効率 を達 成 す るた め に、 ペ イ ロー ル ・ランの 回数 を減 らす 等 。

一 適 当 な市 、郡 、 州 、 連邦政 府 の税 の計 算 は勿 論 の こと、総 計 と差 引 計

の 計算 を含 む.全 て の給与 計算 を行ない、全 ての タ ックス ・レポー トを

作 成 す るこ と。

一 そ の 処理 能 力 を7 ,200名 の 給与 か ら、本 社 の大 半 とそ の 関連 企業 の従

業 員 の 大半 を処 理 す る とい う最 大15,000名 の 従i業員 分 に まで拡 張 を

可 能 に す る こと。

一 給 与 に 直接 適 用出来 る 又は 給 与 と関連 す る 、全 て に役 く立 つ条 項 を整

理 統合 す る こ と。

一 給 与情 報 の機 密 を保持 す る こ と。

一 外 部 シス テ ムの情 報処 理 を減 らす た め に 、 コ ン ピ ュー タへ の 、特 に変
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,

更 デ ー タの 入 力 の ための 、 マ シー ン ・リー ダ ブルな イン プ ッ トを最 大

に利用 す る こと。

シス テム開 発 作業 が 始 ま った時 、一 連 の デー タ処理 の ス タ ンダ ー ドを開

発 す るた め に1人 の コ ンサ ル タン トを残 して お・い た 。 この ス タ ンダー ドは

ま た プ ロジェク ト ・マ ネ ジ メ ン トの た めの ス タ ンダ ー ドも含 ん で い た 。 こ

れ らは現在 利 用 可能 にな って い る 。経 営者 の全 てが 熱心 に ス タ ンダ ー ドに

よる 活動 を支 援 し、 ス タンダ ー ドの実 施 の最初 の プ ロジ ェク トと して 、 提

案 中 の ペ イ ロー ル ・シ ス テ ムを割 り当て た 。ACS社 の経 営 者 の言 に よれ

ば 、新 しいス タ ンダー ドは次 の 事 を意 図 して い る 。

一 全 て の デ ー タ処理 活動 の計画 と コン トロー ルの ため の健全 な基 礎 を提

供 す る こ と 。

一 全 て の レベ ル の経 営 者 と監 督者 間 の速 やか に して 明 瞭 な コ ミ ュニ ケー

シ ョンを促 進 す る こと。

一 現 在 の使 用 可 能 な 資 源 の(情 報 を)ダ イナ ミ ックに更 新 す る こ とを可

能 に して お・くこと。

1.シ ス テ ム概 念

全 て の ペ イ ロール ・デ ー タ(変 更 とか.超 過 勤 務時 間 とい った)は 給

与 部 で検 討 され.コ ン トロー ル され る ことに な って 論 り、詳細 な トラン

ザ ク シ ョンに対 し自動 チ ェ ックが 出来 る よ うに機 械処 理 が 可 能 な形 で デ

ー タ処 理 サ ー ビス部 に送 付 され る。

この デー タ を処理 す るデ ータ処 理 サ ー ビス部 の 責任 は次 の通 りで あ る。

aイ ンプ ッ トの デ ィテ ール ・トー タル と コ ン トロー ル ・トー タ ル を比

較 し、 バ ランス を取 り給 与部 に報告 す る こと。

b提 出さ れ た デ ー一夕の正 当性 を確 認 し、全 て の無 効帳 票 をは じき出す

こと。

cコ ン ビ=一 一タで維 持 さ れて い る 、適切 な マス タ ・フ ァイル を参 照 し

て イン プ ッ ト ・デ ー タ を編 集 す る こと。
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d全 て の コ ン ピ ュー タが 発見 した エ ラー を、会 計 部 門が 各 エ ラー の明

白な理 由 ずけ をす る ため の積 極 的行 動 を とれ る よ うな 方法 で 区分 す る

こと。

eコ ン ピュー タで 維持 してい るマ ス ター フ ァイル に送 達 さ れ た 、全 て

の エ ラー の状 況 を含 む、 あ らゆ る変更 を、発 生 部 門 に 報告 す る こ と。

給 与 部 とデー タ処 理 サ ー ビス部 は訂正 を行い ・ マ ス タ'レ コー ドを更

新 す る ため 、 エ ラニ の な い、 イ ンプ ッ ト・フ ァイルが コン ピ ュー タ に提

供 さ れ る ように な るま で 、 イン プ ッ ト・デー タの エ ラー の 巡 り返 しを行

う責 任 が あ る。

2.シ ス テ ムの要 約

aセ ミ ・マ ンス リー処 理

給与 の 変 更 の 通知 書 は給 与部で 校 訂 され 、金 額 の コン トロー ル'ト

ー タル をつけ て 紙 テ ー プの様 式 に再 タイプ又 は パ ンチさ れ る。 タ イプ

され た変更 通知・書 は 各 小売 点 か ら送 られ て き た オ リジナ ルの帳 票 と照

合 され るだ ろ う。 照合 中 に気 ず い た全 て の エ ラーは 機械 処 理 に先 き立

って紙 テ ープ上 で 訂 正 さ れ るだ ろ う。

それ か ら紙 テ ー プは コ ン ピ ュー タで 処理 さ れ る。デ ー タが 正 し くパ

ンチされ て い るか ど うか チ ェ ックさ れ、 磁 気 テー プに記 録 され る。 バ

ッチ ・バ ラ ンス ・トー タルが と られ 、 バ ランス に ない状 況 が 報告 され

る。全 て の検 証 済 み デー タは磁 気 テ ー プに記 録 さ れ る。 エ ラー を記 録

した テ ー プ も又 造 られ る。

次 にそ の諸 変 更 は 、 そ の変更 が 合 法 的で フォー マ ッ トや コー ア ィン

グ に発見 し うる エ ラー を含 ま ない とい う ことを検 証 す るた め に。給与

・マ.スター,・ フ ァ イル、 オ フ ィス ・ヘ ッダ ー ・フ ァイル、 地 方税 率 表

に照 して 処理 され る。

全 ての 変 更が 訂 正 され た後 、 それ らは 給 与 マ 〔 タ ー に 入 る 。全て

の ロケー シ ョン変 更 、 賃金 の変 更等 が 現行 の支 払 金 額 を ヲ ァ イル に入
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れ る前 に行 なわれ る。

超勤 の支払記録が又給与部 によって適切 な コン トロール を付けて紙

テープに書 き込 まれ る。データ処理運営部 拾 よび本部給与部用のため

に、時間給従業 員に も無 効小切手 にも同 じ方法 を行な う。

給与変更通知書 について略述 した もの と類似 したエ ラー訂正手続 きを

を経て これ らの 処理は流れ る。

給与小切 手 と小切 手控が作成された時点では、その 目的のために使

用 され る全ての インプ ット ・ファイルは コンピュータ ・プログラム

拾 よび手作業 におけ るチェ ックが もはや これ以上 出来 えないほ ど充分

に校訂されてい るだろ う。その時給与 マス ター ファイル には最 も新 し

い利用可能情 報が もられてい るだろ うし、スペ シャルレポー トを作成

しうるのに役 く立っているだ ろう。・

bマ ンス リー処理

マンス リー ・ベースで、 ごく最近無効に なった もの も、他の相殺済

みの ものが給与 マスター ファイルに記入され、月末報告が作成 され る

だろ う。無 効の もの相殺済みの もの、支払い済 みの小切手が、未払い

!]切手 テープに照 らして。小切手照合報告 拾 よび小切手相 殺記録 を作

成す るた めに処理され るだろ う。

c四 半期 処理

この処理 は給与 マスターの帳 じりが合 ってい ることを検証 しi941A

テープ と他の四半期報告 を作成する。

d半 期お よび年次処理

この処理は給与 マスターの帳 じりが合 ってい ることを検証 し、選択

さ れ た報告 を作成す る。年度末 において、W-2説 明書 と他の年度末

報告が作成 され、給与マスター・ファイルが新年度のために作成され る。

それ と同時 に寿命が満了 した ものは全て排除される。
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3.主 要 な シス テ ムの 性格

aマ ス ター.フ'ア イル の 作成 と統合

地 域 マス ター支 払 テ ー プ、従 業 員 の氏 名 お よび住所 の マ ス ター ・フ

ァイル、 お よび全 て の 他 の手 作 業 お よび コン ピ ュー タ化 され た フ ァイ

ルに現存 す るデ ー一夕は全 て1つ の フ ァイル に統 合 され るだ ろ う。

b総 計 か ら純計 の計算 へ

新入 社 員 蔚 よび給 与 変更 をす る従 業 員 の ため に、 適 用 税率 が選 出 さ

れ、全 て の税 額計 算 が行 な わ れ る。 この よ うに して 純支 払額 が コ ン ピ

ュー タに よ り作成 され る よ うにす る。

c税 計 算x・ よび報 告

各従 業 員 の た め の州 お よび 地方 税 負担 額が 給与 マ ス ター の デ ー タ と

デ ィス ク上 の 税表 を参 照 して コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラムに よって 確定

され る6連 邦政 府 の 源泉 課 税 は 直接 計算 法 を使 って 計 算 され る 。FI

CAは 各 支 払 期 間 に計 算 され 、年 度制 限 に達 す れ ば 中止 され る。

dオ フィス ご との サ マ リー

ペ イ ロー ル ・ク リア ラ ンス 作成 に使 わ れ る これ らの サ マ リー は支 払

い デ ー タか ら直接 作 成 され 、 給 与 マス ター'フ ァイル に付 き合 わ され

る。

eヘ ッダ ー ・フ ァイ ルの統 合

ヘ ッダー ・カー ド ・デ ック(小 切 手 ヘ ッB'一一、941Aヘ ッダ ー等)

に現 在 使 わ れ て い る全 てが 、 リス テ ィ ングす る 目的 の ため に全 て の プ

リン ト.プ ログ ラム に利 用 可能 とな る マス タ ー ・デ ィス ク ・フ ァイル

に統 合 され るだ ろ う。 この マス ター ・デ ィス ク ・フ ァイル は 、特 定 の

プ ログ ラムが持 つ必 要 に応 じて更 新 さ れ るだろ う。

f給 与 変 更 リス ト

給 与変 更 の 完全 な リス トが 、全 て の マ ス ター ・フ ァイル修 正 の 監 査

証跡 を提 供 す る ため に セ ミ ・マ ンス リー ベ ー スで 作成 され る だ ろ う。
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gオ ー'バー ・タ イ ム ・レー トの 計算

コン ピ ュー タ'プ ログ ラ ムが該 当す る オー バー ・タ イム ・レー トを

選 び だすか ら.イ ン プ ッ ト伝 票 に関 して は、 超 勤時 間 だけが 必要 とな

る。

4・ シ ステ ムの コ ン トロー ル手 続

この セ ク シ ョンで 略述 してい る コン トロール手 続 きは 、次 の ことを保

障 す るた めに 設計 さ れ る。

aデ ー タ処理 サ ー ビス部 に提 出さ れ る全 て の給 与 処理 は.コ ン ピ ュー

タ ・シス テ ム を通 じて 処理 され る。

bコ ン ピ ュータ で維 持 さ れてhる フ ァイルの 金額 トー タルが 、 給与 部

に維持 さ れて い る ア カ ウ ンテ ィ ング ・コ ン トロール と一 致 して い る。

c全 て の給 与 変更 が 適切 な監査 証跡 を通 じて トレース 出来 る。

い くつか の基 本 的 な コン トロール ・ル ー ルが 次 の よ うな諸 目的 を実現

す るた めに 守 らね ば な らな い。

a給 与 部 に より行 な わ れ る全て の給 与 の処理 は、 コン ピ ュー タ処 理 さ

れ る前 に 適切 な金 額 又 は 他 の フ ィール ドごとにバ ッチ化 さ れ、 加 算 さ

れ 、合 計 さ れ る。 これ らの あ らか じめ確 定 され た合 計 は 機 械 処理 可能

な フォー ム にされ 、 一 諸に コン ピ ュータ処 理 され る。

bデ ータ処理 サ ー ビス部 は あ らか じめ確 定 され た合 計 を処 理細 目 と照

合 し、 あ らか じ め確 定 され た合 計、 コン ピ ュー タ に よ って 加算 され た

合 計 と、 不一 致 の存 在 を示 す メ ッセー ジを表 わす プ リン ト・ア ウ トと

を作 成す る。

cそ の シス テ ムに使 用 され る全 て の磁気 テ ー プの フ ァイルは 、 そ の テ

ー プ ・フ ァ イル上 の 細 目 レ コー ドが 、 そ の フ ァイル が読 まれ る ごとに

一致 して い るか 、 ど うか を参 照 す る金 額 とか 時 間の合 計 をつけ た集 計

され た レ コー ドを持 ってい る。
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給 与 マ ス ター ・フ ァイル の ため に、 フ ァ イルの 最 終 デ ー タ'レ コー ド

と して27の サ マ リー ・レ コー ドが書 か れ る。 各 サ マ リー ・レ コー ドは

会社 の あ る地 区 を現 わ し、 次 の もの を含 ん で い る。

ω 従業 員 レ コー ドの合 計数

② 現 役 従 業 員 レ コー ドの合 計数

3

引

因
.

θ

力

旬

9
.

セ ミ ・マ ンス リーの固定給総合計

セ ミ ・マ ンス リーの定控除総合計

セ ミ ・マ ンス リーの任意控除合計

セ ミ ・マンス リーの手取 り給与合計

年間累積定給与 総合 計

年間累積超 勤手 当の総合計

年間累積控除(減 泉税)合 計

(10)年 間累積 手 取 り合 計

地 区 サ マ リー ・レ コー ドを イン プ ッ ト ・デ ータ に照 して チ ェ ックす る

方 法は 次 の通 り。

(1)地 区 ご とに従業 員 の支 払 総 額 を合 計 す る。

② 全 て の セ ミ ・マ ンス リーの 固定 お よ び任 意 の控 除額 を合 計す る。

(3)手 取額 の 計算 をす る た め に各従 業 員 の賃 金 総 額 か ら全 て の 控除 額

を差 し引 く。

(4)マ スター・レコー ドの手 取 額 と合 計 され た手 取 額 を つ き合 せ る。

(5)も し、 合 計 さ れ た手取 り額が マスター ・レコー ドの手 取 額 と等 しけ

れ ば マスター・レ コー ドの手 取 額 を、合 計 され た手 取 額 に加え、この従

業 員 の控 除 額 を加 算 され た控 除額 に加 え る 。

加算 合 計 は 、 そ の地 区 サ マ リー ・レ コー ドと付 き合 せ る と同 時 に も し

あ る場 合 には 、そ の相 違 を示 す た めの メ ッセー ジを プ リン トす る。

end-of-jofの 段 階 に おい て 、地 区計 の合 計 を含 む追 加 レ コー ド存 在 し

又 、 チ ェ ックされ る だろ う。
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給与 変 更 の た め に、 各 々の バ ッチの た めの サ マ リー ・レ コー ドが 作成

され る。各 レ コー ドは次 の もの を含 む。

0)グ ロス ・サ マ リー チ ェン ジ

② トランザ ク シ ョン数

(3)日 付

(4)バ ッチ の ナ ンバ ー

end-of-jofの 段 階 に おい て 、各 々の加算 合 計 が、 プ リン ト上 の合 計

拾 よび、 も しあれ ば 、 エ ラー ・メ ッセ ー ジの 両方 を付 け た サ マ リー ・レ

コー ドの合 計 につ き合 わ され る。

超 勤 イ ンプ ッ トの ため に は、時 間の 要 約合 計 が バ ッチ で作 成 さ れ る。

各 レ コー ドには次 の項 目を含 む 。

(1)合 計 時 間

② 処 理 件数

(3)日 付

(4)バ ッチの ナ ンバ ー

バ ッチ の要 約 レコー ドは最 初 の イ ンプ ッ ト処理 中 に付 き合 わ され る
。

しか し地 区 ごとの要 約 は磁 気 テー プ に記 録 され 、 テ ー プが 使 わ れ る場 合

には.そ の 都 度付 き合 わさ れ る。

上 記 の 全 て の条 件 にお いて 、地 区サ マ リー を訂正 す る処 理 は 、 ある一

定 の地 区 サ マ リー と同一 で あ る とみ な す こ とに してい る仮 の従 業 員数 を

使 う ことに よ って と りか か る こ とにな るか も知れ ない 。

給与 シス テ ムの た め のバ ック ・ア ップ手続 きは次 の項 目を含 む

(1)使 用後 二 支払 期 間にわ た って、 マス ター ・テー プ ・フ ァ イル を保

管 す る こ と。

② 同期 間 マス ター ・テ ー プの更 新 に使 わ れ た全 ての 変更 フ ァイル を

保管 す る こ と。

(3)マ ンス リー ド又 は 変 更 が ある都 度 、 マス タ ー デ ィス ク ・フ ァイル
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を テー プ上 に ダ ンプす る こ と。 ダ ン プされ た テー プは デ ィ ス ク ・ロ

ー ドに適 切 な 方式 で構 成 され る。

早 ま って フ ァ イル を と り くず した り、 変更 した り した場 合 の リカ バ リ

ー手 続 きは 、最 も新 しい バ ック ・ア ップ ・フ ァイルが 作成 され て以 後 に

実 施 され た全て の給 与 の ランの再 処理 を含 む。

B選 出された プ ログラム明細書

(注:以 下に示す プ ログ ラム明細書 は給与 システ ムを構成す る全体の

ほんの1部 である。さ らに明細書 は真 に役立 つプ ログラム明細書のほんの

部分的な例で ある。)

プ ロ グ ラ ム 仕 様 書

1.給.与 変 更 プ ロ グ ラ ム

頻 度

インプ ッ ト

アウ トプ ット

目

仕

的

様:

ノita1

セ ミ ・マ ンス リー ・サ イク ル

給 与 変更 一 磁 気 テー ブ

ァ ン フ ナー マ ッテ ッ ド(可 変長)

給 与 変更 一 磁 気 テ ープ 、 イ メー ジ ・リス テ ィ ング とバ

ッチ ・トー タル

この処 理 目的 は給 与 変 更 の 内容 を もつ 、可変長 の 紙 テー

プ ・レ コー ドを固定 長 の 磁気 テー プ ・レコ ー ドに変 換 す

る ことで あ る。 パ リテ ィー ・エ デ ィテ ィン グ とバ ラ ンシ

ン グ手 続 きが 行 な われ.読 まれ た全 て の レ コー ドの イメ

ージ ・リス テ ィン グが 印刷 され る。

1.バ ッチ の終 りで 、 バ ッチ ・トー タル とデ ーータ ・トー

タル を、"斉 合 してい る否 か"、 差異 、 日付 お よびバ

ッチ面 を表 示す るメ ッセー ジを付 け て プ リン トす る。
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2.プ リン ター上 に 読 まれ た全 て の レコー ドを 印刷 す る 。

左 端 に連続 番 号 を示 す 。

3.各 レコー ドを調 べて パ リテ ィ ・エ ラー の状 態 か ど う

か 分 析 し、 プ リンター の 右端 にそ の よ うな エ ラー を表

示 す る。

4.ブ ロ ック数 とデ ー タ ・フィー ル ドを検討 す る、 ア ウ

トプ ッ トとテー プ上 に記録 す る固定 長 の フィー ル ドと

ブ ロ ック数 を確 定 す る こ と。

5.イ ンプ ッ トテー プの終 りで 、 次 の よ うな追加 フィ ー

ル ドを もつ ア ウ トプ ッ ト ・テー プに 関す るダ ミー レ

コー ドを書 く。

パ ッチ数 、 レ コー ド数 、給与 変更総 合 計 、 日付 、 社

会 保 障番 号 と変 更 コ ー ド ・ロケー シ ョン

2.バ リ デ ィ テ ィ'チ ェ ック 処 理 一%2

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト

目 的

セ ミ ・マ ン ス リー

給 与 変 更 磁 気 テ ー プ、 給 与 マ ス タ ー.テ ー プ、 州 お よ び

地 方 税 表 の デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル、 ヘ ッ ド ・マ ス タ ー ・デ

ィス ク ・フ ァ イル 、 変 更 前 テ ー プ 、 エ ラ ー 前 テ ー プ

現 行 変 更 テ ー プ(エ ラー が 無 い も の の み),現 行 エ ラー

テー プ 、 変 更 エ ラー ・リス トを プ リン トした テ ー プ 、 社

会 保 障 番 号 と ロ ケ ー シ ョ ン 変 更 リ コ ー ダ ー ・デ ィス ク

(マ ス タ ー ・フォ ー マ ッ ト)、EndofJobト ー タ ル

(正 しい 変 更 数 、 エ ラ ー数 、 社 会 保 障 番 号 と ロ ケ ー シ ョ

ン変 更 数)澄 よび デ ィ ス ク 変 更 プ ア イル

この 処 理 の 目的 は 給 与 マス ター ・ファイル に な さ れ る変 更 を

確 証 す る こ とで あ る 。 給 与 マス ター ・ファイル 、 ヘ ッタ ・
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仕 様:

概 様

マス ター・ファイル、州 お よび地 方税 表 デ ィス ク ・ファ イ

ル は バ リデ ィテ イ ・チ ェ ックの た め の ク ロス ・リフ ァ レ

ンス と して使 われ る。変 更 デ ー タに 関す る多 くの 内部 チ

ェ ックが 旙だ 、参 照 フ ァイル をチ ェ ックす る前 に な され

る 。プ ログ ラムは エ ラ ・ル ー プの考 え方 を使 う。 そ の 目

的 は諸 変 更 を給 与 マ ス ター に統合 す る前 に全 て の エ ラー

が シス テ ムか ら排除 され る とい う こ とを保 障 す る ことで

あ る。

変 更 とか 、 訂正 を、 前 テ ー プ お よび マス ター ・ファイル とマ ッチ ン

グす るた めの基 本ル ー ル は 次の よ うに要 約 され る。

a全 て の 訂正 は給 与 マス ター-va照 して 検 証 され る。

b全 て の訂 正 は前 エ ラー ・テー プ ・レ コー ド又 は 前変 更 テー プ ・

レコー ドと付 き合 せ しなけ れ ばな らない 。

c両 前 テ ー プ上 の どの レ コー ドも"削 除(kil1)"イ ン プ〉ッ ト

レ コー ドに よ って 取 り除 か れ る か も知 れ な い 。

dも し、 エ ラー ・テ ー プ上 の レコー ドへ の訂 正 が更 に エ ラーが あ

るな らば 、元 々の エ ラー だけ が エ ラー ・テー プ上 に維 持 され る こ

とにな る だ ろ う。 しか し、元 々の エ ラー も、新 しい エ ラー も両 方

と もア ウ ト ・プ ッ ト ・リス ト上 に現 わ され る だろ う。

eも し、前 変更 テ ー プ上 の レ コー ドへ の 訂正 が エ ラーで あ る場 合

には 、 前変更 レ コー ド中 の エ ラーが 統合 され る こ とに な り、本 来

の エ ラー 変更 は エ ラー ・テー プ上 に書 かれ る ことに な る。 エ ラー

の訂 正 は エ ラー ・リス トに示 さ れ る こ とに な る。

f前 エ ラー ・テ ー プか らの全 て の未 訂正 レ コー ドは プ リン ト'テ

ー プ に記 録 され る。
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gイ ンプ ッ ト ・ブ イール ドが.ハ ッシ ュ ・トー タル に加 え られ る

ことにな れ ば、数 字 の フ ィー ル ドが テ ス トされ る 。 も し全 て の文

字 が数字 で な い な らば、 そ の フィー ル ドは加 え られ る こ とに はな

らない し、数 字 で あれ ばそ の フ ィール ドが 加 え られ る こ とにな る。

処 理 の インプ ット ・チ ェ ック

a社 会 保 障番 号 と ロケー シ ョン ・コー ドに関す る 。 トラ ンザ ク シ

ョン(給 与変更 テー プ)の イ ンプ ッ トの シー ケ ンス ・チ ェ ック

b変 更 の各 タ イプ を調 べ 、そ の変 更 タ イプの ため の 必要 充 分 な デ

ー タの ブ ロ ック が存 在 す るか否 か 分 析す る こと
。

c矛 盾 した変 更 の タ イプが処 理 さ れて い な い こ とを 保 障す るた め

に.変 更 タ イ プの コー ドの組 み合せ を調 べ る こと。

d数 字 デ ー タだけ が 存 在 す る とい う こと を確認 す るた めに各 々の

数 字 の フィー ル ドを調 べ る こと。

e全 て の"コ ー ド"'フ ィー ル ド(婚 姻 の 有無 、性 別 、職 務 コー ド

等)を 調 べ 、現 行 コー ドがそ の フィー ル ドの正 当な コー ドか ど う

か 確認 す る た め にそ の フ ィール ドを分 析す る こと。

f各 ブ ロ ックを 調 べ て パ リテ ィ ・エ ラー とか 、誤 った 長 さの プ ロ

ジクが ない か ど うか 分 析す る こと。

給 与 マス タに照 して の チ ェ ック

a諸 給 付 の変 更 を調 べる こと。

b新 入 社 員 の た め に 次の 項 目を調 べ る こ と。

(1)ロ ケ ー シ ョン変更

(2)ア ドレス変 更

(3)社 会 保 障番 号

c社 会 保 障番 号 の 変更 を調 べ る こと。

d他 の全 ての変 更

e全 て の変更 は プ リン ト ・フ ァイル の トレ イラー ・レ コー ドに現
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わ さ ね ば な らな い 。'

3.エ ラ ー ・ プ リ ン ト ・ プ ロ グ ラ ム ーylTa3

頻 度:

イ ン フ'ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト:

目 的:

4.給 与 マ ス タ ー

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット

目 的:

セ ミ ・ マン ス リー

変 更/エ ラー ・テ ー プ.ヘ ッダ ー ・マ ス タ ・デ ィ ス ク ・

フ ァ イ ル

変 更/エ ラー ・ リス テ ィ ン グ 、 バ ッチ 澄 よび エ リア.ト

ー タ ル

この 処 理 目的 は 、 全 て の エ ラ ー 拾 よび パ リデ ィ テ ィ 処理

で 発 見 さ れ た 、 エ ラ ーの 可 能 性 の あ る も の を リス トす る

こ と。

変 更 プ ロ グ ラ ムー ノZo..4

セ ミ ・マ ンス リー

給 与 マ ス ター ・テー プ、社 会 保 障 番号 お よ び ロ ケ ー シ ョン

変 更 テ ー プ、 現 行 変 更 テ ー プ 、 税 率 表 デ ィ ス ク ・フ ァ イ

ル 、 オ フ ィ ス ・ヘ ッダ ー ・デ ィ ス ク ・フ ァ イル

新給 与 マス タ ・テ ー プ.不 足支 払 テ ープ、 諸 給与 変更.

変 更 リス ト ・プ リン ト'テ ー プ

この 処理 の 目的は 年 度累積 又 は 四半期 累 積計 を別 と して

給 与 マス ター に全 て の変 更 をす る ことで あ る。 この プ ロ

グ ラムは 多 くの他 の変 更 とか.更 新 機 能 の うち、 変更 レ

コー ド、給 与 マス ター 、税 率 表 を使 って 、 ロケー シ ョン

変 更 とか 、給 料変 更 とか、 新 入 社 員 に対 して の連 邦 政府

州 お よび 地 方税 を計算 す る こと、地 区サ マ リー合 計 は、

前 期 の地 区 ご との給 与 総 合 計 、 変 更.今 期 の合 計で 維持

され るだろ う。
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み

,

ア ウ トプ ッ ト ・マ ス タ ・フ ァ イ ル は シ ー ク エ ン ス を(社

会 保 障 番 号 。 ロ ケ ー シ ョ ン を 昇 順 で)チ ェ ック す る だ ろ

う。

5.変 更 の プ リン ト ・ア ウ ト一-Ma5

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト

目 的:

セ ミ ・マ ンス リー

変 更 細 目 プ リン ト ・テ ー プ 、 ヘ ッダ ー ・マ ス タ ⑳デ ィ ス

ク

エ リア ご との 変 更 リス ト、 エ リア ご と の コ ン ト ロー ル ・

トー タ ル

この 処 理 の 目的は 、 給 与 マ ス ター フ ァイル に影 響 す る 全

て の 変 更 を 示 す こ と で あ る 。

6.相 殺 編 集 プ ロ グ ラ ム ーーー－ylTa6

頻 度:

イ ン プ ッ ト .:

ア ウ トプ ッ ト

目 的:

セ ミ ・マ ンス リー ・サ イクル

相 殺 イ ン プ ッ ト ・テ ー プ、 前未 払 小切 手 テ ー プ、前 相 殺

テ ー プ(随 意 選 択)、 前 相 殺 エ ラー ・テー プ(要 求 が あ

れ ば2を とばせ)

プル ー フ ・リス ト、 年 間相 殺 ア ウ ト ・プ ッ ト ・テ ー プ、

相 殺 エ ラー ・テ ー プ(も し必 要 な ら)

この処 理 の 目的 は.前 小切 手 テ ー プ(未 払 い 小 切手 ・テ

ー プ)に 照 して 処理 さ るべ き相 殺 記 入 項 目を作 成 す る こ

とで あ る。 この処理 は本 部 の支 払 処理 と無 効 小 切手 処 理

を含 む。

7.相 殺 再 構 成 プ ログ ラ ム ーー－yla7

頻 度:セ ミ ・マ ン ス リ一
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イ ン プ ッ ト:

アウトプット

目 的

無 効 に な った通 常小 切手.澄 よび前期 発行 の無 効 にな っ

た本 部支 払 高 、 今期 発行 の 無効 にな った支 払高 、本 部支

払高 お よび週 ごとの 給料 額

構 成 済 相 殺 テー プ'、バ ッチ トー タル

この プ ログ ラムの 目的 は テー プ(磁 気)上 に無 効 蔚 よび

本部 活 動 を再 構成 し、 明細 デ ー タ を添付 され た コン トロ

ー ル ・デ ー タ と付 き合 せ る ことで あ る。

8.超 勤 明 細 の 再 構 成 一一－yra8

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トニプ ット:

目 的:

セ ミ ・マ ンス リー

超 勤 明 細 一 イ ンプ ッ ト(可 変長)

超 勤明 細 一 再 構成 テ ー プ(磁 気)

この 処理 の 目的 は超 勤 デ ー タ(フ ォニ マ ッ トさ れで ない

もの)を 磁 気 テ ー プの 固定化 され た フ ナー マ ッ トに変 換

し、時 間の バ ッチ ・ トー タル を作 成 し、表 示 す る ことで

あ る。

9.オ ー バ ー タ イ ム レ イ トと ブ ル ー フ ー 盃9

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット:

目 的:

セ ミ ・マ ンス リー

給 与 マ ス ター ・テ ー プ、 超勤 時 間明 細 テ ー プ、前 超 勤 時

間 明 細(パ ス2)、 前 超 勤 時 間 エ ラー(パ ス2)

超 勤 時 間 明細 テ ー プ(有 効項 目)、 プル ー フ ・ リス ト明

細 フ ァイル、 超 勤 時 間 明細 エ ラー、 特別 超 勤時 間の みの

もの

この プ ログ ラム の 目的 は次 のや り方 で 超 勤時 間 を 処理 す

る ことで あ る。

1.'イ ン フ ォー メー シ ョンを確証 す る こと。
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2.ブ リー フ ・リス トの 明 細 を作 成 し

3.訂 正 行 動 をす る ため エ ラー ・レコー ドを選 び出 す こ

と。

この プ ログ ラムは 支 払期 間 の何れ か1つ の 間で の重 複 パ

ス の た めに 処理 す る。

φ

10.超 勤 時 間 プ ル ー フ ・リス トーvfTa10

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット:

目 的:

セ ミ ・マ ンス リー

超 勤時 間 プ ル ー フ明細.ヘ ッダー ・マ ス ター ・デ ィス ク

超 勤時 間 プルー フ ・リス ト

この処 理 の 目的 は 、給 与部 が 検証 用 に使 うた め に小 売店

ご とに超 勤 時 間 の トランザ ク シ ョンの プル ー フ ・リス ト

を 提供 す る こと.小 売 店 ご とに、 最終 合 計 として 、 時 間

通 り、1倍 半 、2倍 の合 計時 間 をプ リン トす る。

●

11.給 与 マ ス タ ー の 金 額 更 新b支 払 処 理 一ー一－Ta11

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット

目 的:

セ ミ ・マ ンス リー

給 与 マ スター・テープ、不定 支 払 、年 間累 積 相 殺 テ ー プ、

超 過 時 間明 細 テ ー プ、 特 別 超勤 時 間 だけ の もの

給与 マスター テープ、 セ ミ ・マ ンス リー の支 払 テ ー プ、

地 区 ごとの コ ン トロー ル ・トー タル

この処 理 の 目的 は給 与 マ ス ター の適 切 な フィー ル ドを更

新 し.小 切手.給 与 記 録 、種 々の報告書 を作 成す るた め

の デー タを提供 す る こ とで あ る。

この処 理 は 給与 マ ス ターに他の インプッ ト ・フ ァイル の

1つ か 、2つ かn3つ の何 か の他 の イン プ ッ ト・フ ァイ

ル を選 択 出来 る。他 の 諸 機 能 中、 この プ ログ ラムは
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1.州 お よび地 方 税 に対 して は.従 業 員 マス ター ・レコ

ー ド中の税 率 を使 い 、連 邦 政 府税 に対 して は20%を

使 って 不 足支 払 お よび超 勤 支 払 に 関す る所 得税 を計 算

す る こ と。

2.無 効 、週 間 、本 部 支 払額 の各 レ コー ドに よ り年 間累

計 の数字 を調 整 す る こ と。

3.年 間累計 連 邦税 率 賃金 の フィー ル ドーFICAを 分

析 し、 最 大 のFICA控 除 額 を調 べ る こと。 同 じや り

方 が州 税 に対 して も行 な われ る。

4.年 間累 計 、期 間 累計 、税 フ ィール ドを、超 勤 時 間、

特 別超 勤時 間 だけ の 不足 お よび相 殺 の イ ンプ ッ トを使

って合 計す る こと。

5.セ ミ ・マ ンス リー 支払 テー プ を書 くこ と。

6.全 て の 金額 フィ ール ドのサ マ リー(総 計お よび 全 て

の 控除 額)を 含 む 、 コ ン トロール ・トー タル を デ ィス

ク上 反 は コ ア内で 地 区 ごとに合 計 す る こ と。endof

jobの 段 階 で合 計 を プ リン ト ・ア ウ トし、 新合 計 を ア

ウ ト ・プ ッ ト ・マ ス ター に記録 す る こと。

■

12.小 切 手 を プ リン トし 、小 切 手 テ ー プ を作 成 す る こ と 一一－ylTa12

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット:

セ ミ ・マ ン ス リー

セ ミ ・マ ン ス リー の 支 払 い テ ー プ 、 ヘ ッダ ー ・マ ス タ ー ・

デ ィス ク ・フ ァ イ ル 、 事 務 所/小 売 店 パ ラ メ ー タ ー ・カ

ー ド、 前 未 払 小 切 手 テ ー プ

小 切 手 澄 よ び 支 払 総 額 明 細 書 セ ミ ・マ ンス リー ・小 切 手

テ ー プ、 コ ン トロ ー ル ・ トー タ ル(明 細 リ ス ト)、 未 払

い 小 切 手 テ ー プ
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目 的:こ の処理 の 目的は従業員 の小切手の支給総額明細書 を印

刷 し、小切 手孤燈 よび 日付け つき支払いテープか ら日付

け を入 れた小切手 テープ を作成す る こと。小切手テー プ

は給与記 録をプ リン トし、未払 い小切手 テー プを更新す

るの に使われ る。

13.給 与記 録 を プ リン トす る こ と一 面13

頻 度

イン プ ッ ト

アウトプ ット

目 的

:セ ミ ・マ ン ス リ ー

:小 切 手 テ ー プ.ヘ ッダ ー ・マ ス タ ・フ ァ イ ル

:給 与 記 録 、 コ ン ト ロー ル ・ トー タ ル

:こ の 処 理 の 目的 は 全 て の 金 額 フ ィ ー ル ドの コ ン ト ロー ル

・ ト一一タ ル を 含 む
、3つ の 給 与 記 録 を プ リ ン トす る こ.と

で あ る 。

14.月 額給 与 一 糸14

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット:

目 的:

マ ンス リー

明 細 別 マ ンス リー 小切 手 、 レポー ト・ハ フ メ一 夕ーの ア

ィス ク ・フ ァイル、 ヘ ッダ ー ・マ ス ター ・デ ィス ク ・プ

アイ ル

小 売 サ マ リー ・フ ァ イル 、 マ ンス リー ・レポ ー ト・テ プ

この 処理 の 目的 は 、次 の よ うな マ ンス リー ・レポー トに

含 まれ る ことにな る明 細 を選 出 し、 作成 す る こと。

1.給 与 ク リア ラ ンス

2.支 給 総額 明 細書

3.超 勤 時 間報 告

4.特 別 地 方 澄 よび州税 状 況

5.給 与 貯 蓄計 画(公 社 債 証 券)控 除
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6.公 社 債証 券 リス ト

7.公 社債 証 券 購入 表

8.公 社 債証 券 償還表

9.公 社 債 証券 の取 り消 し表

10・ 小切 手 の詳 細 リス ト

11.手 で 作成 した小 切手 の 記録

12.無 効 にな った小 切 手 の記 録

15.給 与 ク リア ランス 拾 よび報 告 一－ra15

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット:

目 的:

マ ン ス リー

小 売 サ マ リー ・デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル 、 ヘ ッ ド ・マ ス ター

.デ ィ ス ク ・フ ァ イル 、 レ ポ ー ト ・フ ォー マ ッ ト ・パ ラ

メ ー タ ー

小 売 サ マ リー ・テ ー プ 、 給 与 ク リア ラ ン ス ・レ ポ ー ト、

地 域 ご と支 給 総 額 サ マ リー

この 処 理 の 目的 は 必 要 な マ ン ス リー ・サ マ リー ・レポ ー

トを選 択 的 に プ リン トす る こ と。

16.レ ポ ー ト.

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト

目

ゼ ネ レ 一 夕 一-yra16

的:

マ ンス リー

マ ンス リー ・ンポー ト ・テ ー プ、 ヘ ッダ ー ・デ ィス ク ・

フ ァイル 、 レポー ト ・フ ナー マ ッ ト ・パ ラメー タ ー

公 社 債証 券 リス ト、 一 完 全 な 、公 社債 証券 控 除 、公 社

債 証 券 購入 、公社 債 証 券 償還.公 社 債証 券 の取 り消 し、

超 勤 時間 各 レポ ー トお よび特別 地 方 お よび州税 状 況

この処理 の 目的 は選 択的 、 又 は 連 続 的 なペ ー スで マ ンス

リー ・レポー トを作 成 す る ことで あ る。
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●

17.小 切手 の 調整 一－va17

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト:

目
'コ
ン白

マ ンス リー

前 月 未 払 小切手 テ ー プ、 マ ンス リー 小切 手 明細 テー プ、

支払 済 小切 手 テー プ、調 整 エ ラー訂正 カー ド

未 払 い小 切手 テ ー プ、調整 エ ラ_カ ー ド、 明細 小 切 手 リ

ス ト

この 処理 の 目的 は、 更新 され た 未払 い 小切 手 テ ー プ と ど

ん な エ ー ラ状 況 を も抽 出す る た め にそ の月 の た め の前未

払 小 切手 明細 お よび新 小切 手 明細 を処 理 す る ことで ある。

18.相 殺 、小 切 手 記 録 一 面18

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト:

目 的:

マ'ンス リー

当月15日 の 相殺 テ ー プ、 当月30日 の相 殺 テ ー プ、近

至 の相 殺 テ ー プ、 ヘ ッダー ・マス ター ・デ ィス ク ・フ ァ

イル

マ ンス リー の無効 小切 手 、 本 部支 払 額 小 切手 記 録

この処 理 の 目的は マ ンス リー の相 殺(本 部 支 払額 、無 効

お よび ウ ィー ク リー)を 小切 手 控 リス ト(小 切 手 一 連 番

号)の た めに 処理 す る こ とで あ る。

・19 .ク オ ー タ リ ー.明 細 処 理 一一一.tfra19

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト

ク オ ー タ リー

給 与 マ ス タ ー ・テ ー プ 、 レポ ー ト ・パ ラ メ ー タ ー の デ ィ

ス ク ・フ ァ イ ル 、 ヘ ッダ ー ・マ ス タ ー ・フ ァ イ ル

941Aテ ー プ;ク オ ー タ リー ・レ ポ ー ト;小 売 店 ご と
、

地 域 ご と 、 訂 正 プ リ ン ト ・ア ウ トご と支 給 総 額 サ マ リー

固 定 給 リポ ー ト ・プ リン ト ・ア ウ ト
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目 的:こ の処 理 の 目的 は 支給 総額 サ マ リー をプ リン トし、 コ ン

トロー ル ・トー タル を提供 す る ことで あ る。 オ プシ ョン

.コ ン トロー ル の下で の この処 理 の副産 物 は、941A

テ_ブ 、 クオ ー タ リー ・レポ ー ト・テ ー プ お よ び固定 給

レポー トの プ リン トア ウ トに な る だろ う。

●

20.概 様 四 半 期 プ リン トー一－ffa20

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット

目 的:

ク オ ー タ リー

ク オ ー タ リー ・レ ポ ー ト ・テ ー プ 、 ヘ ッダ ー ・マ ス タ ー

・デ ィ ス ク 、フ ァ イ ル.レ ポ ー ト ・フ ナ ー マ ッ ト ・パ ラ

メ タ ー ・デ ィ ス ク 、フ ァ イ ル

抽 出 さ れ.た 州 、 連 邦 政 府/州 の 非 課 税 賃 金 、 州 税 、 特 別

情 報 レ ポ ー トの ため の941Aの プ リン トア ウ ト

この 処 理 の 目的 は レポ ー ト ・フ ナ ー マ ッ ト ・パ ラ メ タ ー

に基 ず い て 、 あ る ク ナ一 夕 リー ・レ ポ ー トを プ リン トす

る こ と で あ る 。

φ

21.セ ミ ・ア ニ ュ ア ル 明 細 の 抽 出 一 盃21

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト:

目 的:

セ ミ ・ア ニ ュ ア ル

給 与 マ ス タ ー ・テ ー プ、 レ ポ ー ト ・パ ラ メ タ ー 、 ア ィ ス

ク ・フ ァ イル

セ ミ ・ア ニ ュア ル ・レ ポ ー ト ・テ ー プ 、 小 売 店 プ リ ン ト

ご と の コ ン トロ ー ル トー タ ル

この 処 理 の 目的 は 、 セ ミ ・ア ニ ュ ア ル ・レ ポ ー トの た め

の レ ポ 一 夕 ・デ ー タ を適 当 に選 択 し、 地 区 ご とに マス ター

給 与 フ ァ イ ル を バ ラ ン スす る こ とで あ る 。
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22.セ ミ

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

・ ア ニ ュ ア ル

アウ トプ ッ ト

目 的

レ ポ ー トを プ リ ン トす る こ と 一 斑22

セ ミ ・ア ニ ュ ア ル

セ ミ ・ア ニ ュ ア ル ・レ ポ ー ト ・テ ー プ、 ヘ ッダ ー ・マ ス

タ ー'デ ィ ス ク 、 レ ポ ー ト ・フ ォ ー マ ッ ト ・パ ラ メ ー タ

ー ・デ ィ ス ク

氏 名 お よ び住 所 リス ト、 特 別 州 サ マ リー 、 従 業 員 の 公 社

債 証 券 計 算

この 処 理 の 目的 は 、以 下 の セ ミ ・ア ニ ュ ア ル ・レ ポ ー ト

を プ リン トす る こ とで あ る 。

氏 名 澄 よ び 住 所 リス ト

特 別 州 サ マ リー

従 業 員 公 社 債 証 券 計 算

23.年 度 末 明 細 選 出 一一一－Ara23

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ッ ト:

目 的:

年

給 与 マス ター ・フ ァ イル、 レポ ー ト ・パ ラメター ・デ ィ

ス ク ・フ ァイル

アニ ュア ル ・レポ ー ト ・テ ー プ、 州 ごとの従業 員 計算

この処理 の 目的 は、 オペ レー シ ョン に よ り必 要 な特 別税

フ ォー ム の数 を確定 す るた めに 、州 ごとの 従 業員の 計算

をす る こ とで ある。 レポー ト ・テ ー プ も又 作 られ る。

24.年 度 末 レ ポ ー トの プ リン トーvlTa24

頻 度

アウトプ ット

:年 度 末 レ ポ ー ト ・テ ー プ 、 ヘ ッダ ー ・マ ス タ ー ・デ ィ ス

ク ・フ ァ イ ル 、 レ ポ ー ト ・フ ォー マ ッ ト ・パ ラ メ タ ー

:連 邦 政 府 お よ び州 のW--2フ ォ ー ム、 給 与 リス ト、 従 業

員 支 給 総 額 明 細 書 お よ び 計 算
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目 的:こ の処理 の 目的 は、 要求 に応 じて 、 レポ ー ト ・ブ湯 一 マ

ッ ト ・パ ラメ ター ご とに ア ニ ュアル ・レポ ー トを リス ト

す る こ とで あ る。 この レポー トは次 の よ うな もの で ある。

連 邦 政府W-2

州 政 府W-2

給 与 リス ト

従業 員 計算

支 給 総額 明細 書

'

25.給 与 マス ター の作 成 －ATa25

頻 度:

イ ン プ ッ ト:

ア ウ トプ ット

目 的

必要 の都 度

オ プ シ ョン明細 書 カー ド、給 与 マ スタ ー ・テー プ、税 表

デ ィス ク ・フ ァイル、 ヘ ッダー ・マ スタ ー ・ア ィス タ ・

フ ァイル

給 与 マ ス ター ・テ ー プ.明 細従 業 員 リス ト、 コ ン トロー

ル ・トー タル

この処 理 の 目的 は.年 度始 め用 の新 従業 員 マスター ・テー

プ を作 成 し、税表 が 改 正 され た時、 新 しい税 引 率 を選 択

し、適 用す る こ とで ある。

26.社 会 保 障 澄 よ び ロ ケ ー シ ョン 変 更 テ ー プ ・プ ログ ラ ム ーーーー－ylT.26

イ ン プ ッ ト

ア ウ トプ ッ ト:

目 的:

給与 マ ス ター ・テ ー プ、現 行 変 更 テー プ、 税 表 デ ィスク

・フ ァイル

社 会 保 障 番号 汐よ び ロケー シ ョン変更 テ ー プ

この処 理 の 目的 は、 給与 マ ス ター ・テ ー プ拾 よび 現行 変

更 テ ー プか ら社会 保 障 番号 お よび ロケー シ ョン変 更 テ ー

プを作 成 す る こ とで あ る。 ア ウ トプ ッ ト ・テー プは 社 会

一46一



¶

霧

㍗
.

`

・4

:

保障 番 号 拾 よび ロケ ー シ ョン ごとに分 類 され 、給 与 マス

ター一変更 処理(プ ログ ラム面4)へ の イ ン プ ッ トと して

提 出 さ れ る 。

27.本 部支払額の確認 一 面27

頻 度:

イ ン プ ッ ト]:

ア ウ トプ ット:

目 的:

セ ミ ・マ ンス リー ・サ イク ル

給与 マ ス ター ・テー プの相 殺

相 殺 テ ー プ

この処 理 の 目的 は 給 与 マス タ ー ・フ ァイルに照 して本 部

支 払額 を チ ェ ック す る こ とで あ る。発 見 さ れた エ ラー は

印 を つけ 、相 殺 監査 テー プに送 られ る 。 エ ラー が な い も

の も送 られ る。
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